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今日の講習概要

•民間所在資料の防災対策と発災時の
対応について（歴史資料ネットワー
クの活動）
•特に水濡れ図書を含む歴史資料の応
急処置方法とは？
いつでも・どこでも・誰にでも
安くて・早くて・簡単な方法を！

•地域社会における資料保存の意義
一人ひとりで出来ることは何か？



１．大規模自然災害から民間所在資料を守る
歴史資料ネットワークとは？



歴史資料ネットワーク（略称「史料ネット」）での活動

• 1995年の阪神・淡路大震災を契機
として設立されたボランティア団
体（事務局＝神戸大学文学部内、
078-803-5565）

•日本史研究者、文化財担当職員、
地域史研究団体などのメンバーと
ともに被災した古文書や民具類な
どの歴史資料を保全

• HP http://siryo-net.jp/

• E-mail s-net@lit.kobe-u.ac.jp

▲震災後初の史料レスキュー

1995年2月16日、神戸市中央区『月刊セン
ター』編集室からミニコミ誌を救出した

地域に多くの歴史資料（史料）が残されていたにもかかわらず、震災を契機とし
て多くが廃棄されてしまったこと、現代の史料も「将来の古文書」となること、
地域史を明らかにするには歴史資料が重要であることが改めてわかり、後に反省。

レスキューは被災
当事者にはできな
い。よそからの支
援を受け入れる
「受援力」が大事



史料ネットの保全活動～地震・津波被災資料への対応

• 95年阪神・淡路大震災

• 99年台湾大震災

• 00年鳥取県西部地震（→山陰ネット支援）

• 01年芸予地震（→山口・愛媛・広島ネット支援）

• 03年宮城県北部連続地震（→宮城ネット支援）

• 04年新潟県中越地震（→新潟ネット支援）

• 05年福岡県西方沖地震

• 07年能登半島地震（→能登ネット（現在解散））

• 11年東日本大震災

• 18年大阪北部地震

阪神・淡路
大震災後、
被災資料レ
スキューの
ノウハウを
伝えるべく
海外・全国
の地震被災
地を訪問



史料ネットの新たな保全活動～水損資料への対応

• 04年新潟・福井水害（→福井ネット設立支援）

• 04年台風23号（兵庫北部・京都北部での水損史料救済）

• 05年台風14号（→宮崎ネット設立支援）

• 09年台風9号（兵庫県佐用町・宍粟市で水損史料救済）

• 10年、11年奄美豪雨

• 11年紀伊半島大水害（→和歌山ネット設立支援）

• 14年8月豪雨（広島、徳島、高知、兵庫県丹波市市島町、京都
府福知山市）

• 18年7月西日本豪雨（愛媛・広島・岡山・兵庫・岐阜）

• 19年台風15号、19号、21号（長野・栃木・茨城・福島・宮城
…）

※阪神・淡路大震災よりスタートした活動だったので、当初は主に地震対応
のみだった。2004年以降、ほぼ毎年のように水害対応

※松下の個人的な
活動…2006年
ジャワ島中部地震、
2009年ドイツ・
ケルン文書館崩落
事故対応

史料ネット会員から
「水害も災害やのに、
なんで地震しか対応せ
えへんの？」と言われ
対応することに

同時期に水損対応している館
（2004年8月台風16号・観音寺
市郷土資料館、2006年豪雨・天
草アーカイブズ）もあったが、
当時は知らず交流もなかった。



現在、25団体以上の組織が結成
＜これまでの史（資）料ネット＞
岩手、山形、宮城、福島、千葉、神奈川、
新潟、栄村（長野）、静岡、能登（現在な
し）、福井、三重、神戸、和歌山、岡山、
広島、山陰（島根・鳥取）、山口、愛媛、
徳島、高知、宮崎、熊本、鹿児島
＜最近できた史（資）料ネット＞
・信州資料ネット（長野）19年10月
・「東海資料ネット」（愛知他）19年12月
・群馬歴史資料継承ネットワーク（群馬）
20年7月
・栃木・那須 20年8月設立

全国各地に広がる史（資）料ネットワーク組織



最近の文化財保全に関する動向

• 2014年9月1日…独立行政法人国立文化財機構に「文化財防災ネットワーク推進本部」
が発足、「文化財防災ネットワーク推進事業」（平成26年度「美術館・歴史博物館重点
分野推進支援事業」）スタート→R2.10に文化財防災センターへ

• 2015年2月15日…全国史料ネット研究交流集会にて「『地域歴史遺産』の保全・継承に
向けての神戸宣言」を採択。http://siryo-net.jp/info/201502-kobe-declaration/

• 毎年「全国史料ネット集会」を開催…今年度は2022年2月19・20日の予定、詳しくは史
料ネットHPへ http://siryo-net.jp/

• 2018年…歴史文化資料保全の大学・共同利用機関ネットワーク事業…人間文化研究機構
と東北大学、神戸大学との連携

• 2019年4月…改正文化財保護法施行…県は大綱、市町村は保存活用計画の策定

• 2020年10月…独立行政法人国立文化財機構が「文化財防災センター」を設置（本部は
奈良文化財研究所） https://ch-drm.nich.go.jp/

• 2021年2月19日…「文化遺産防災ネットワーク推進会議の災害時における活動ガイドラ
イン」改訂（R2.2.4策定）

http://siryo-net.jp/info/201502-kobe-declaration/
https://ch-drm.nich.go.jp/


過去の大規模災害時には、文化財レスキュー事業（文化財等救援委員会）が立ち上がりました。
（ただし東日本大震災時は動産文化財と不動産文化財が別ルートでレスキュー）



文化遺産防災
ネットワーク推進会議
多様な分野との連携の必要性

・ミュージアム系…独立行政法人国立文化財機構、独立
行政法人国立美術館、独立行政法人国立科学博物館、大
学共同利用機関法人人間文化研究機構、公益財団法人日
本博物館協会（日博協）、全国科学博物館協議会、全国
美術館会議（全美）、全国大学博物館学講座協議会、特
定非営利活動法人 西日本自然史系博物館ネットワーク、
全国歴史民俗系博物館協議会、大学博物館等協議会、九
州・山口ミュージアム連携事業実行委員会（みんまも）

・ライブラリー系…国立国会図書館、公益社団法人日本
図書館協会（日図協）

・アーカイブ系…独立行政法人国立公文書館、全国歴史
資料保存利用機関連絡協議会（全史料協）

・修復・保存科学系…一般社団法人文化財保存修復学会、
日本文化財科学会、公益財団法人 文化財保護・芸術研
究助成財団、特定非営利活動法人 文化財保存支援機構
（JCP）、一般社団法人国宝修理装潢師連盟

・考古系・民俗系…一般社団法人日本考古学協会、日本
民具学会

・史料ネット系…特定非営利活動法人 宮城歴史資料保
全ネットワーク、歴史資料ネットワーク

（令和2年2月現在25団体）

https://ch-drm.nich.go.jp/about/meeting.html



２．史料ネットは何を救うのか？



史料ネットのレスキュー対象＝地域歴史遺産
（主に民間所在資料、未指定文化財）

 古文書（崩し字で和紙に書かれたものなど）
 古い和本（和紙に書かれ、冊子状のものなど）
 近代の古書、ノート、記録（手紙や日記等）、
新聞、写真、絵画

 古い襖や屏風（下張りの古文書も含む）
 自治会などの団体の記録や資料
 農具、機織りや養蚕の道具、古い着物など、物
作りや生活のための道具など

※館内資料、図書資料、役場文書への対応もあり

“どこにでもあるけれども、そこにしかないもの”
 文化財に指定されているような著名なものだけが歴史資料なのではない。
 昔の人の暮らしぶりなど、地域や、家や、個人の歴史を知る手がかりとなるようなものは
全て歴史資料として、地域歴史遺産として救出・保全 ※皆の働きかけにより「なる」もの

 「存在証明」としての記録史料 ※今日の大前提＝生命・生活最優先、文化財等は二の次

公的施設 民間

指定された
文化財
国・都道府
県・市町村

未指定の
文化財

施設に
よる
管理

文化財保護法
による保護

誰が守
るの
か？

（しかし、精神的復興の際にあとからじわじわ効いてくる思い出・記録資料・歴史文化。インフ
ラ復興と文化復興の間には時間差。「二の次」に出来るよう普段からケア）

「被災体験」と「調
査公害」の体験



地区の公民館や集会所にある記録類

•戦後からの自治会文書

•明治から戦前までの区有文書

•江戸時代の村に関する文書

和箪笥や長持、
金属製ロッカー
の中にもあり



• 写真（圃場整備、集合写真）

• 絵図・字限図・地図類

• 扁額、表彰状など

倉庫、押し
入れ、壁に
もあり

地区の公民館や集会所にある記録類



• 古文書

• 襖、屏風、軸物

• 古新聞、日記・ノート・手紙、その他記録

蔵、倉庫、天井裏、
押し入れ、壁の中、
畳の下にもあり

旧家に残された記録類



•龍郷町中央公民館（図書館）
• 床上30㎝の浸水図書約6000冊が水損。多くはす
でに廃棄

• 絵本・公民館建設関係書類はとりあえず保管・ク
リーニングの指導

公文書・図書への被害対応
※奄美豪雨（平成22年,23年）

図書はみんなが触
るものなので、特
に衛生面に留意
（徹底した消毒が
必要、場合によっ
ては買い換えるこ
ともあり）



広島県立文書館での写真乾燥作業（2014/8/30）
※平成26年8月豪雨

土石流の被害にあったフエルアルバムやポケットアルバムから写真を取り出し、エタノールでの消
毒や泥落としのクリーニング。表面の乳剤（画像）の剥落に注意しながら、丁寧にフィルムをはが
していく。
10/11に地元の高陽東高校生らによるボランティアで洗浄作業をおこなった。

▲広島県立高陽東高校での洗浄のようす（国立公文書館ＨＰより）▲広島県立文書館での乾燥作業



平成30年7月豪雨（西日本豪雨）被災地支援

•広島ネットへの支援
• 広島県立文書館での保全活
動 広島市安芸区の旧家文
書（コンテナ21ケース、木
箱6箱、段ボール3箱） カ
ビ・悪臭も発生

• 自然・送風乾燥、吸水紙に
よる乾燥、冷凍前処置、エ
タノール消毒、固着展開

•愛媛ネットへの支援
• 大洲市立博物館にて文書・
写真・埋文関係資料の処置

• 愛媛大学にて公民館保管文
書の保全作業

•岡山ネットへの支援

今日は，神戸の歴史資料ネットワークの吉川圭太さん，国立歴
史民俗博物館の天野真志さん，兵庫県立歴史博物館の吉原大志
さん，宮城歴史資料保全ネットワークの安田容子さんが来館し，
カビ被害がひどい商家文書の冷凍のためのパッキング作業を指
導していただきました。作業は当館職員も総出で行い，段ボー
ル箱17箱分の文書のパッキングを終えることができました。
パッキングした文書は市内の倉庫会社の冷凍庫に搬入して，冷
凍保管しています。（広島県立文書館HPより）



2018年7月豪雨（西日本豪雨）被災地支援

•関市での水損アルバム修復
活動（岐阜県博物館協会が
主体）（8/4、9/7参加）
• 汚損写真の全体撮影、個別
ページにナンバリング、
ページスキャン、解体、写
真毎に判別し、乾燥、洗浄
（水洗浄またはエタノール
洗浄）、乾燥、取りまとめ

•岐阜県博物館協会、岐阜大
学須山知香氏・中尾喜代美
氏らの支援

▲関市武芸川事務所内 関市文化財保護センターでの
水損アルバム処置（2018年8月4日、9月7日）



関市での写真処置

▲関市の「被災者支援制度ガイドブッ
ク」に写真・アルバム洗浄の支援が掲
載された。



▲人と防災未来センター資料室のＨＰより

【参考】震災資料の保全

※18万点もの資料が寄贈
…自分（たち）のものだけ
ど自分（たち）だけのもの
ではない
…体験の共有化、公共財と
しての震災資料へ

震災が発生して以降の資料（震災資料）は、震災直後から復興
までの歩みの記録として、また人々の生きた証、震災への対応
のあり方を示し、今後の震災対応にも活かすものとして貴重
Cf.国立国会図書館東日本大震災アーカイブ ひなぎく

変哲のないモノであっても、そ
れぞれのモノにまつわるエピ
ソード・物語が存在する。
モノの保存とともにそれらのメ
タデータの保存が必要

史料ネット活動の
両輪の一つ。今回
はこの話は割愛

▲人と防災未来センター



震災資料（災害資料）を保全する図書館
• 1959年伊勢湾台風…名古屋市図書館南図書館（伊勢湾台風資料室）

• 1995年阪神・淡路大震災…兵庫県立図書館、神戸大学附属図書館震災文
庫、神戸市立中央図書館

• 2004年新潟県中越地震…長岡市立中央図書館文書資料室（長岡市災害復
興文庫＝被災歴史資料＋災害復興関連資料＋歴史的公文書の3本柱を目
標）、十日町情報館、小千谷市立図書館、

• 2011年東日本大震災…国立国会図書館東日本大震災アーカイブ ひなぎ
く、岩手県立図書館（東日本大震災情報ポータル）、岩手大学図書館など
（岩手県の自然災害と東日本大震災に関する資料リポジトリ）、仙台市立
図書館（3.11震災文庫）、東北大学附属図書館、宮城県図書館、福島県立
図書館

※「図書館共同キャンペーン 震災記録を図書館に」

• 2016年熊本地震…熊本県立図書館、くまもと森都心プラザ図書館、熊本
大学附属図書館

• 2018年西日本豪雨…岡山県立図書館



３．水損歴史資料の応急処置方法



水損史料保全活動の流れ（理想と現実）

①巡回

被害の有無を地元

の方々と一緒に巡

回調査

②レスキュー

濡れた文書を

ビニール袋詰めし

安全な場所に搬出

③応急処置

水損文書を吸水紙

で挟んだり、真空

凍結で乾燥

④返却

乾燥済みの文書は

仮目録とともに所

蔵者に返却

⑤活用

保全した史料を用

いて展示会や現地

説明会を開催

2004年福井水害ではボランティアを派遣し、地元での被災史料巡回調査に協力しました。同年の台風23号では但馬・丹後地区で、09年台風9号で
は兵庫県佐用町・宍粟市でレスキュー活動を展開しました。
近年は、この経験から生まれた水損史料の保全方法論や吸水乾燥の応急処置方法を広く伝えるために「水濡れ史料乾燥ワークショップ」を各地で
開催しています。

※あくまでも生活
復興のためのお手
伝いとして

いつ、何処の誰に交渉
し、誰が、誰と、どん
な準備で入るのか？

そんな汚れたものを
どこが受け入れてく

れるのか？

修復について素人の
日本史研究者だけで
出来るのか？

乾燥後も悪臭のする
史料を所蔵者に返せ

るのか？

災害で保管場所を
失った所蔵者に史料
を返せるのか？

誰が目録
取るの？

誰が経
費負担
する
の？

誰が経
費負担
する
の？

誰が
内容
分析
する
の？



2004年10月台風23号
水損史料（豊岡市日高町）

▲日高町M家で陰干し中の水損史料
白く見えるのはカビ。吸水乾燥のた
め、ビニール袋に詰めて搬出（11/1
撮影）

▲日高町T家の味噌蔵で保管されてい
た古文書が山からの鉄砲水、円山川の
氾濫水、生活排水、蔵の壁土などと混
ざり、泥まみれとなっている



2011年東日本大震災

津波被災資料レスキュー

宮城県農業高等学校

創立百周年記念同窓会館

一階部分まで浸水した資料室

▲2011年3月東日本大震災
での津波被害
4月25日にレスキューに入
る



潮水とヘドロで汚損した和本類（農書）
（宮城県立農業高校所蔵、東日本大震災）



•カビ、腐敗臭の発生→廃棄されやすい

•送風・吸水乾燥や大量の場合冷凍や真
空凍結乾燥（FD）処置の必要

•乾燥後も悪臭あり（特にFD後は有機
酸・エステルの値が上昇）

•汚泥除去・脱臭のためドライクリーニ
ングや一紙ごとの洗浄が必要

水濡れ史料を保全する際の課題

応急処置できる人材がまだまだ不足！

水損により発
生したカビ

水を使わない処置ま
でを「応急処置」と
している。
水を使う洗浄はもは
や「修復」の領域。
専門家の指導・助言
を受けた方がよい

水損により発
生したカビ



全国各地で行ってきた水濡れ資料吸水乾燥ワークショップ

修復の専門家でない私たちにもできることがあります！

史料の救命士になって一緒に活動しませんか？と呼びかけ

いつでも、どこでも、誰にでもできる
安くて、早くて、簡単な乾燥方法を普及することで

コストをかけられない未指定文化財を少しでも多く救いたい

▲和歌山県立歴史博物館でのWS
（2012/5/13）

▲早稲田大学でのWS（2009/3/2） ▲キッチンペー
パーでの吸水乾
燥体験。小さな
お子さんでも簡
単に出来ます

100均やホームセン
ターの資材で可能
な処置方法を目指

しています

ボランティア
リーダーを増
やしたくてス

タート



真っ黒なカビに注意！（東文研HPより）

• 津波で被災した紙資料等に健康被害を起こす可能性のある真っ黒なカ
ビ（スタキボトリス属のカビ）の発生が高頻度に検出

•カビの生えた被災文化財を触る場合には、必ず防塵マスクや手袋、作
業着などを装着して扱う必要があり、カビを吸い込んだり皮膚に接触
させたりしないように注意

水濡れ資料を扱うときの注意点①



• カビやホコリを吸い込まないように、防塵マ
スクを着用します

• 30分に一回は休憩し、作業部屋の換気をして
ください

※ＤＳ２日本の厚生
労働省が定めた規格

※ウイルスや震災対
策、粒子状物質
（PM2.5）対策には
N95、DS2どちらも
吸入リスク低減に有
効

コロナ禍で入手困難に
・場合によっては自作マ

スクの使用も
・換気の徹底



• カビやホコリが目に入ったり、服につ
かないような工夫も必要です

• 放射性物質付着が疑われる場合は、使
い捨てタイベックスーツ・不織布
キャップやシューズなども使用します

・コロナ禍で入手困難に
場合によっては雨合羽や
エプロンで代用も
・換気の徹底



ラテックス（天然ゴム）手袋

ラテックス（天然ゴム）手袋を
単独で使用すると、粉（パウ
ダー）が付着したり、中で汗を
かいて手の皮がふやけてくるた
め、あらかじめ木綿手袋をはめ
てから、ラテックス（天然ゴ
ム）手袋をはめるとよい。

コロナ禍で入手困
難に

・場合によっては
炊事用ゴム手袋や
軍手などで代用
・手洗いの徹底



水濡れ資料を扱うときの注意点②

• カビなどにより汚染されている場合は、消毒用
エタノールを霧吹きに入れて資料に噴霧し、殺
菌・消毒

• インク書きの資料などエタノールに溶けやすい
筆記具で記されている場合は使用しない

※無水エタノール
よりも70～80%
の水溶液にしたほ
うが殺菌効果が高
い

※ＩＰ（イソプロ
パノール）などの
添加物がないもの
を選ぶ

コロナ禍で入手困難に
場合によっては業務用エタノー

ルの使用も

新たな消毒法の開発の必要
（例）放射線殺菌



水濡れ資料対応の基本

できる限り速やかに

①乾燥させる（風乾を
含む）

②冷凍したのち、凍結
乾燥させる、

という方法が一般に推
奨されている



③脱酸素剤などを使用して
低酸素濃度にする（好気性
のカビの抑制）際の注意

•生乾きのまま脱酸素環境に
してしまうと、酸素がなく
ても増殖する嫌気性の細菌
などが増殖して悪臭を放つ

• またこれらの細菌には毒
素を産生するものもあり

④殺菌燻蒸を実施する際
の注意＝必ず乾燥後

•濡れたまま実施すると効
果がないばかりか、燻蒸
剤が水分と反応してグリ
コールという保水性の成
分が生成

•津波の塩分（塩素イオ
ン）と燻蒸剤が反応する
と、クロロヒドリンとい
う発癌性の物質が生成し
て、資料に残留

水濡れ資料対応の基本



水濡れ資料処置作業手順 （2021年段階松下案）

※オレンジ色の矢印は最近開発された方法

まずは一次
処置を行い
乾燥を済ま
せてから、
二次処置へ

※

乾燥後の洗浄・修復処置
（二次処置）

耐水性：有 耐水性：無

⑦固着展開

水、灰汁水溶
液等に浸潤

不可

⑧冊子解体

可

蒸し
法

不可 可

⑨洗浄・乾燥
（東文救シス
テム）

⑥ドライ
クリーニ
ング

⑪繕い

冷凍・乾燥処置（一次処置）

濡れの程度：大
（濡れている）

カビ有

濡れの程度：中
（湿っている）

カビ無

濡れの程度：小
（ほぼ乾いて
いる）
カビ無

④冷凍保管

⑤真空凍結
乾燥（ＦＤ）

①送風
乾燥

⑥ドライ
クリーニ
ング

②吸水
紙によ
る乾燥

③真空
パック
法

①送風乾燥

冊子解体

⑦固着展開

⑩すきばめ

⑫綴じ直し



冷凍・乾燥処置（一次処置）

◆医療の素人でも人工呼吸法やＡＥＤが使えるようになるのが望
ましいのと同様に、文化財修復のプロでなくても、この一次処置
までは皆さんに出来てほしいし、その方法を周知して欲しい
◆資料保存論の議論では48～72時間以内の処置を求め、早い処置
に越したことはないが、行政職員も一般の被災者も「文化財どこ
ろではない」ことが多く現実には困難（この講習でも当然のこと
ながら、文化財・歴史資料よりも人命を重視します）。逆に言え
ば、48～72時間以降でも可能な処置方法や防災・減災対策の開発
こそ必要となる。



メッシュコンテナ（網目状になったプラスチック容器）に濡れた資料をいれて、出来
るだけ風通しの良い部屋で、扇風機やサーキュレーターの風をあてながら乾燥。風で
中身が飛ばないように、農業用ネットなどをかぶせておくとよい

水濡れ資料の応急処置法①
カビ無・ほぼ乾いている場合＝風乾・自然乾燥

▲水損史料の送風乾燥（ 2009年佐用町水害）



（参考）実際の被災現場－天日干しする場合も

※こんにゃく版など退色しやすいものには厳禁。ただし陰干しよりも悪臭は残りにくいか



押し法 はさみこみ法

市販のエンボス付きキッチンタオルで吸水乾燥が可能（ただしはさみっぱなしはカビの原因になるので注意）

水濡れ資料の応急処置法②
カビ無・湿っている場合＝吸水紙による乾燥
（電気がない・少量・薄い帳面類・水洗いができない場合などに
も有効） ※一番簡単

▲史料全体を吸水紙ではさみ、押しながら吸水 ▲ページの間に吸水紙をはさみながら吸水

吸水紙は
キッチン
タオルの
他に、新
聞紙でも
コピー用
紙でもか
まいませ
ん。

あとで体験いただきます



▲家庭用キッチンタオル

▲紙ウエス
※エンボス付きキッチン
タオルを史料に押し当て
ながら吸水するとエンボ
スの跡がつくことも。カ
ビが生えて捨てられるよ
りはまし。

※元の重量の2倍以下に
なると吸水率が下がるの
で送風乾燥にまわすとよ
い。（元の重量が不明な
場合は、吸水紙の重量変
化を測定することで吸水
率の推移を観察する）

※リード
は平滑な
ので跡は
つかない
がその分
吸水性に
難あり

キッチンタオルはエンボスが命



※常温で保管できるというメリットが
あるが、嫌気性のカビが繁殖すること
もあるので注意

• 濡れた書籍などを新聞紙などの吸水紙でぐるぐる巻きにする

• 家庭用真空パック器に入れて真空にする

• 濡れた書籍から出てきた水分が新聞紙に移り、平衡状態になる

• 新聞紙を何回も交換することでいつか書籍が乾く

▼「真空パックん」

一回目の
新聞紙は
分厚く！
二回目の
交換は素
早く！

水濡れ資料の応急処置法③
カビ無・湿っている場合＝スクウェルチ・パッキング法（真空パック法）
（特に分厚い資料の場合に有効）

嫌気性のカビが
繁殖するので入
れっぱなしにし
ないよう注意！



※宝塚大の谷村博美氏からのご教示を得た

真空パック法（スクウェルチ・パッキング法）～東日本大震災の事例

・冊子の水分をキッチンタオルや新聞紙などで
粗く取っておく
・冊子を不織布でくるんだ後に吸水紙で包む
（史料と吸水紙の癒着を防ぐため）あるいは、
冊子を直接吸水紙で包む（吸水紙は新聞紙でも
かまわない）
・冊子をビニール袋に入れる
・真空パック器（脱気シーラー）で袋内の空気
を抜き、密封する。
・袋に「パッキングの回数」、「パッキングの
日時」、「史料群名」などを書いておく
・吸水紙が濡れたらすぐに交換し、冊子が乾燥
するまで数回繰り返す（入れっぱなしはカビが
生えるので注意）
・ある程度吸水できたら送風乾燥へ



布団圧縮袋・座布団圧縮袋に入れ、
濡れた資料に新聞紙をぐるぐる巻きにして、
掃除機で吸引しても同じことができます！

Q-PON!!なら
ふとん圧縮袋に、
電動吸引ポンプ
がついてきま
す！！

ダイソーなど100均で売られてい
る「衣類圧縮袋」

コストをかけにくい民間所在資料
の救済にはこのように手軽なもの
を利用することが大切あとで体験いただきます



かたまりのまま保全した
汚損史料

汚損古文書を

エタノール消毒

水濡れ資料の応急処置法④
カビ有・濡れている場合＝冷凍保管



可能な限り史料１点ごとに分けて、資
料番号を挟み込む

資料番号は耐水性のある用紙に書くの
が望ましい（動画ではコピー用紙の短
冊に鉛筆書き）

複数の史料が固着している場合は無理
にこじ開けたり分離しなくてもよい
（乾燥後に分離・展開が可能）

水損史料を冷凍する時は可能なら1点ご
と、あるいは、分厚さや大きさをそろ
えビニール袋に入れる（解凍時の乾燥
ムラを避けるため）。無理な場合はか
たまりごとにビニール袋に入れても可。
封はしなくてもよい（冷凍倉庫会社な
どの倉庫に入れる場合は、衛生面の配
慮上密封することが求められる）

水濡れ資料の応急処置法④
カビ有・濡れている場合＝冷凍保管



• 冷凍施設の確保…素人では容易に
手配不可

• ㈱西宮冷蔵がスペース無償提供
• 段ボール箱に詰めた水損・汚損史料
を冷蔵倉庫に搬入（04/12/30）

• 段ボールをさらにパレットに詰める
（＝写真）

• 冷凍庫に収納された史料。日高町・
出石町よりレスキューした史料は７
パレット分（段ボール箱４２箱にの
ぼった）05/3/25まで保管

（大量の場合）冷凍倉庫での冷凍保管

阪神間の冷凍倉庫会社に断ら
れた理由
①「一見さん」お断り
②お歳暮の時期で空きがない
③汚いものは入れられない

パレットを借りるのに本来は
半月で7500円必要だった
（7パレット×3ヶ月

×2×7,500円＝31.5万）

東日本大震災時には奈良市場冷蔵やニチレイロジスティクスが支援（但し大規模
災害時のみ。普通の台風では各地からの支援はほぼなく各県で対応する必要）

↓
災害時に冷凍施設を確保できるよう、平時から各自冷凍庫を確保したり、企業と
協定を結ぶなど備えておく必要。大学内も冷凍施設あり（例：愛媛大）

無償提供が可能となった理
由
①西宮冷蔵の事情
②松下の知り合いのテレ
ビ・ラジオに出演させた
③年末年始にボランティア
に入ってあげた

台風23号の際には、冷凍保管
している間にフリーズドライ
できる施設を探し始める皆さんの地元ではどこで大量の冷凍保管が出来ますか？

▲水損史料のビニール
袋詰め＝冷凍前処置



・カビの進行を防ぐために、1点ごとにビニール袋に封入
し、冷凍保管（マイナス20度以下）
・万が一の時の冷凍庫を用意しておくとよい
・真空凍結乾燥機は、埋蔵文化財センターなどにあり
・平時から、大型冷凍庫や真空凍結乾燥機の場所を要確認

※どこの真空凍
結乾燥機を借り
ることができる
のかを、平時の
うちに探したり
協力要請をして
おくべき
※購入可能なら
冷凍庫を常備

意外と大学内にも
冷凍・乾燥施設あ
り（例）愛媛大生
物環境試料バンク
（es-BANK）

水濡れ資料の応急処置法④
カビ有・濡れている場合＝真空凍結乾燥

▲冷凍中の水損資料（2009年佐用町水害）▲神戸大学の真空凍結乾燥機



融解
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０

6.1

真空凍結乾燥機による乾燥

•真空凍結乾燥法の原理
• 水が圧力4mmHg以下
では、固体としての氷
あるいは気体としての
水蒸気にしかなれない
性質を利用

•真空凍結乾燥法の利点
• カビやゆがみを防止

• 劣化をとめる

0 0.01 100

1013
（1atm,76
0mmHg）

（273.16K）

宝エーテーエムHPより

この移行の
際にカビる

昇華
曲線

蒸発
曲線

融解
曲線



（参考）2004年台風23号の場合

• 真空凍結乾燥機の確保…兵庫県
教育委員会文化財室、神戸市埋
蔵文化財センターの協力により
真空凍結乾燥の実験（滋賀県に
依頼するために乾燥までの取扱
マニュアル作成）

• 兵庫県教委文化財室の斡旋…兵
庫県教育長から滋賀県教育長に
「平成１６年台風２３号災害に
より水浸し、レスキューした古
文書に係る協力について（依
頼）」を発出。滋賀県立安土城
考古博物館の真空凍結乾燥機で
の乾燥を依頼してくれた

▲冷凍された水損史料

▲兵庫県教委埋蔵文化財室魚住分館と
神戸市埋蔵文化財センターも乾燥作業
に協力（05/5/24、同センターにて）

当時から近畿2府4県の災害時相互支援
の枠組みあり。現在は関西広域連合＋α

最初は奈文研に依頼したが
ちょうど使用中のため、兵
庫県内の2箇所で乾燥実験。
ただし小さすぎて大量処理
できず。より大きな機械を
県に依頼して探してもらう

＜受入条件＞
・搬出入や整理…史料
ネット
・責任…兵庫県教委
・対象…史料の取り扱
いについて所蔵者が権
利放棄をしたもの



▲兵庫県教委の斡旋により、滋賀県立安土城
考古博物館にて真空凍結乾燥を行うことに
（ 2005/3/25搬入）

▲安土城考古博にて真空凍結乾燥が終了。
薄様紙で史料を梱包し、大学へ搬送
（2005/6/2引取）

皆さんの地元ではどこでフリーズドライが出来ますか？
平時から探し、災害時に貸与可能なよう事前協議しておく必要あり

木製品処理の
ため埋蔵文化
財センターに
はあるはず

（参考）2004年台風23号の場合



▲世界最大の真空凍結乾燥機。乾燥機は直径１．６メートル、
長さ６メートル。遺物用のコンテナ（縦５３センチ、横３６セ
ンチ、深さ３１センチ）約１２０箱分が一度に処理可能

大規模な災害が発
生し、文化財等救
援委員会が立ち上
がった場合には、
奈良市場冷蔵の冷
凍庫と奈文研の
FDを借りること
ができる可能性が
あります。

（参考）2011年東日本大震災の場合
…奈良文化財研究所でのフリーズドライとドライクリーニング



2018年西日本豪雨
の現場では
冷凍史料を真空
パック法で乾燥
させる事例が登場

▲広島県立文書館「西日本豪雨災害における被災文書の保全活動」ポスター発表より

※真空凍結乾燥
機がなくても冷
凍史料を乾燥さ
せる方法



▲東北大学での津波被災史料クリーニング

・泥やカビがついた史料を刷毛や筆でなでながら落としていく。
・粉じんを吸い込まないようにマスクを着用し、ホコリやカビが舞わないように、
換気をしっかりとおこなったり、空気清浄機を設置することも重要。
・ページや袋とじを開く（固着展開）だけでも乾燥が進みます。

水濡れ資料の応急処置法⑥
乾燥後の処置＝ドライクリーニング

資料保存器材「ドライクリーニングボックス」
57,200円（ボックス本体＋空気清浄機）

作
業
環
境
改
善



ドライクリーニング
（乾燥した状態での汚れ落
とし）のグッズ

▲絵の具用の筆、ペンキ用の刷毛など。
ページめくり用に竹べらやコーキングヘラ、竹串などを使用する。

クリーニング
前

クリーニング
後

絵筆の先
をカット



乾燥後の洗浄・修復処置（二次処置）

◆まずは一次処置（冷凍・乾燥）を済ませてから、二次処置へ
◆水を使うことは修復の領域に入ることとなる。その際は専門家
の指導を仰ぐこと



水濡れ資料処置作業手順 （2021年段階松下案）

※オレンジ色の矢印は最近開発された方法

まずは一次
処置を行い
乾燥を済ま
せてから、
二次処置へ

※

乾燥後の洗浄・修復処置
（二次処置）

耐水性：有 耐水性：無

⑦固着展開

水、灰汁水溶
液等に浸潤

不可

⑧冊子解体

可

蒸し
法

不可 可

⑨洗浄・乾燥
（東文救シス
テム）

⑥ドライ
クリーニ
ング

⑪繕い

冷凍・乾燥処置（一次処置）

濡れの程度：大
（濡れている）

カビ有

濡れの程度：中
（湿っている）

カビ無

濡れの程度：小
（ほぼ乾いて
いる）
カビ無

④冷凍保管

⑤真空凍結
乾燥（ＦＤ）

①送風
乾燥

⑥ドライ
クリーニ
ング

②吸水
紙によ
る乾燥

③真空
パック
法

①送風乾燥

冊子解体

⑦固着展開

⑩すきばめ

⑫綴じ直し



水濡れ資料の修復法⑦
固着展開＝へらやピンセットでくっついたページをはがす

▲へらを差し込み、くっついたペー
ジどうしを分離しているところ

▲ページをめくるだけではなく、袋とじを
開いて中に空気を入れると乾燥が早く進む

応急処置の最終段階（ページの展開による乾燥促進）にも、修復措置の最初
の段階（一紙ごとの解体）にもなる



水濡れ資料の修復法⑧
冊子解体＝袋綴じや綴じ紐等を外し、一紙ごとにばらす

解体する際には必ず
現状記録・写真撮影
を行う。袋とじが再
利用できない場合は、
綴じ紐とともに別途
保管しておく。

一紙ごとに解体することで汚れの洗浄
や虫喰い穴の補修をしやすくする



・汚損史料を不織布（水切りゴミ袋でも代用可）にはさむ
・カッターマットを下敷きにして、不織布の上から水洗い
・セルロース系スポンジで不織布の上から水分を吸収する
・キッチンペーパーに挟み、そのまま陰干し

※2009年水害時の尾立和則氏の方法

水濡れ資料の修復法⑨－１
泥汚れを落としたい場合＝不織布に挟んで洗浄



・水をはったコンテナの中に、網戸の網で汚損史料をサンドイッチして、
発泡スチロールの板にのせ、浮かせながら刷毛で水洗いをおこなう
・網戸ごと取り出して、セームタオルの上で、粗く吸水乾燥をおこなう

水濡れ資料の修復法⑨－２
泥汚れを落としたい場合＝東京文書救援隊（東文救）方式

あとで体験い
ただきます



・洗浄済みの史料を、不織布（水切りごみ袋でも可）で挟み、さらにそ
れを濾紙（画用紙でも可）で挟み、さらにそれを段ボール紙で挟んだも
のをタワー状に積み重ね、上から板・重しを載せ、段ボール断面に穴
（フロート）のある方角から扇風機の風をあてて送風乾燥させる。
・一枚物の紙だと、2時間ほどで乾燥ができる。

水濡れ資料の修復法⑨－２
泥汚れを落としたい場合＝東京文書救援隊（東文救）方式

フロートを
めがけて風
を送る

不織布は台
所用の水切
りごみ袋で
代用可。
ろ紙は画用
紙、キッチ
ンタオルや
新聞紙でも
代用可。



上下を板ではさんで上
から重しを置いている

ところ

段ボールで作った囲い
の中に資料を入れ、こ
の中に風を送ることで
乾燥効率が少しでも上

がるか

臭い資料を乾燥させる
際には、風を部屋の外
に向かって当てる



水濡れ資料の修復法⑩
虫喰い穴を埋めたい場合＝漉き嵌め（すきばめ）

• 穿孔状に貫通食害する点で、少しで
も厚みのある文書に発生しやすく、
重なった部分を縦横に浸食しトンネ
ルを作る

• シバンムシ類は、幼虫の時期に食害
し、成虫（茶色の甲虫）になると外
界を求めて巣立つ

◆シバンムシ（死番虫）類による食害 ◆シミ（紙魚）類による食害

• 文書の表面を舐めるように食害

• 隙間無く閉じた文書の中を食害する
ことはない

• 和本の題箋部分はよく食害される
（糊気を好む）



すきばめ（漉き嵌め）の原理

・紙漉きの流し漉きの技法を取
り入れた修復技法で、修復する
資料に資料と同質の紙原料液を
流し込み、虫喰い・破れなどの
欠損した箇所にのみ新しく同質
の紙を形成して修復する技法で
ある。

・従来の裏打ち修復では必ず表
面に段差が出来るが（図１）、
すきばめだとこの段差が全くな
くフラットに仕上がるというメ
リットがある（図２）。

水濡れ資料の修復法⑩
虫喰い穴を埋めたい場合＝漉き嵌め（すきばめ）

【図１ 】

【図２ 】

（株）工房レストアＨＰより



■神戸大でのリーフキャスティングマシンによる漉き嵌め（すきばめ）

▲ニチマイ製リーフキャスティングマシン（2020年度より導入）

左＝すきばめ前、右＝すきばめ後左＝すきばめ前、右＝すきばめ後

▲精製水に楮チップを入れミキサーで
攪拌したものをリーフキャスティング
マシンに流し込み、穴の開いたところ
だけを和紙の繊維で埋めていく手法



和紙をちぎって毛羽立
たせる

補修完成

「ひだか和紙」製品の補修用和紙
（楮和紙の典具帖紙）で補修

▲刃物で切断（＝左）喰い裂き（＝右）
くいざきとは、紙を濡らして引き裂くこと

端を毛羽立たせてから糊付
けすることで段差が小さく
なり、仕上がりが綺麗に

水濡れ資料の修復法⑪
史料の簡易補修＝繕い（つくろい）

ひだか和紙ＨＰより



水濡れ資料の修復法⑫
綴じ直し＝四つ目綴じなどで元の綴じ方に直す

https://www.ndl.go.jp/jp/preservation/pdf/training_text_3_yotsume-toji2019.pdf
２０１９年度日本古典籍講習会 国立国会図書館資料保存課より

元の綴じ方が分からなければ決して解体して
はいけません



（参考）段ボールサンド～公文書乾燥にも使用

簿冊の中の文書を取り出
し、段ボールサンドでは
さんだ後に、立てて乾燥
させます。
簿冊（リングファイル）
の背表紙は中身の文書と
一緒に保管します（文書
と背表紙がばらばらにな
らないよう注意）

▲広島県立文書館ＨＰより

※段ボールサンド…段ボール紙にキッチンタオルを巻いたもの。段
ボールがなければ新聞紙の束にキッチンタオルを巻いて使用しても可



松下正和・河野未央編

『水損史料を救う
～風水害からの
歴史資料保全～』

（岩田書院、2009年）



•文化財防災ウィール（平成16
年、文化財保存修復学会監修、
文化庁発行）

• http://www.bunka.go.jp/eart
hquake/taio_hoho/pdf/jyoho
_03.pdf

•＜SIDE1＞災害に備えて／職員
の心構え／緊急時の対応

•＜SIDE2＞基本的な救出の方法
／応急処置の用語集／緊急時
の応急処置

文化財防災ウィール



文化財防災センターのHPから「文化
財防災マニュアル」PDFファイルが
ダウンロードできるほか、動画で処
置方法もご覧いただけます。一度ア
クセスしてみてください！



我々の活動が直接被災地の手助けになるわけではないが
個人・家・地域の歴史の保全が復興時の心の支えや災害発生の要因分析にも

そもそもそれぞれの地域に古代から現代にいたるまでの歴史＝地域史があり
その歴史を知るための根拠となるのが、地域に残された歴史資料
その地域資料は指定文化財など有名なものだけではなく、

みなさんの身近にあるもの、皆さんが大事だと思うもの＝地域歴史遺産が中心となる

４．大規模災害時に歴史資料を保存する理由



旧家文書や区有文書のレスキューを受けた
方々の声（2004年台風23号・09年台風9号）

▲元区長が陰干し。その後和箪
笥の最下段より水損史料を発見

▲水損による滲み

 「捨てるボランティアばかりが来てくれたけど、拾うボ
ランティアもあるんだと感動しました」（佐用町Ｏ家）

 「台風直後は家の中もめちゃくちゃで古文書どころでは
なかったが、傷んだ史料を修復するのも大変な作業と思
う。歴史研究に役立てばうれしい」（日高町浅倉Ｔさん、
2004年11月28日付け産経新聞）

 「おかげさまで文書はよみがえりそうだ。今後も集落の
歴史を目に見える形で伝えたい」（舞鶴市三日市Ｓさん、
2005年2月18日付け朝日新聞）

 「区に代々伝わってきた文書を水につけてしまい申し訳
ない気持ちだった。修復してもらえ本当にありがたい」
（同上、2005年2月18日付け京都新聞）

家の歴史・集落の歴史の保全が、復興時の心の
支えにも、村の「これまで」と「これから」を
考える材料になることがわかった



乾燥済史料の返却
2004年台風23号被災資料 出石町日野辺区有文書の場合

▲区有文書返却式（2007/6）

▲区有文書の中身を紹介する木村修二氏▲文書入り和箪笥のミニ展示

仮目録と文書を入れる
保存箱を地元区長に贈
呈する奥村弘代表

▲和箪笥から出て
きた水損史料
（2004/11/18）

▲展示会パンフ

埋蔵文化財の出土時
に現地説明会を行う
ように、文献も地区
住民への解説が必要

と考えた



レスキュー史料の活用 博物館での展示

展示会や講演会・WSで成果を地元に還元
（2010年5月、於兵庫県立歴史博物館）

（参考）2009年佐用町大水害で
の被災資料レスキュー展＠兵庫県
立歴史博物館

学芸員の方がレス
キューに熱心に参加。
ボランティア経験を
展示や講演会などに

企画化
▲特別企画展 阪神・淡路大震災２０年「災害と歴
史遺産―被災文化財等レスキュー活動の２０年―」
（兵庫県立歴史博物館、2015年1月10日～3月15
日）にて台風23号水損史料も展示

乾燥済史料の活用
2009年台風9号被災資料 佐用町・一宮市水損文書の場合



（参考）2009年台風9号（佐用町大水害）その後の展開
佐用郡地域史研究会での研修会（2011/2/15）

▲佐用町教育委員会、佐用郡地域史
研究会、史料ネットメンバーととも
に下張りはがし作業

 地域史研究団体メンバーや被災地の住民の方々対象に古文
書整理・撮影・修復、下張りはがしの方法をレクチャー

 現在も、レスキューした襖下張り文書の読解や研究発表が
行われている

▲古文書の撮影講座

▲こよりを作る参加者

▲実物の古文書を用いて目録
カード取りを学ぶ

地元で活動が継続していることが大事



福島県浪江町請戸（うけど）での大字誌づくり  浪江町文化財調査委員会の紺野
寛光氏より依頼「地元請戸の歴
史を後世に残したい」

 『大字請戸誌』の構成
 第1部郷愁編（住民の請戸に関する思い
出）

 第2部震災編（住民の震災体験）

 第3部歴史編（中学生でも理解できる通
史）

※通常の震災誌は、震災後の復興の歩
みのみで過去と切断されたものが多い。

※古代以来の歴史編があるのが本誌の
特徴

「浪江町請戸地区では今、大字の有志の方が津波で何もかもがなくなってし
まったから、せめて自分たちがどういうところに住んでいたのかをまとめてお
きたい、自分たちの地区の歴史を残したいとお話をいただき…請戸の歴史を調
べて簡単な本にしようという動きをしています」
（東北大学大学院泉田邦彦さんの発言、富岡町・福島大学・福島大学うつくし
まふくしま未来支援センター編『ふるさとを 想う まもる つなぐ』） ▲蕃山房、2018年4月刊

請
戸





•地域に残されている、身近にある歴史資料から地域
史が成り立っているという意識が住民には希薄
• 歴史資料とは？…古文書、美術工芸品、金石文、民具、新
聞、個人の手紙・帳簿・写真などの記録類など

• どこにあるのか？…博物館・資料館だけではなく、旧家な
ど個人宅や公民館・集会所、学校、農協・漁協、寺社など

•災害を契機にスタートした地域の歴史資料レス
キュー活動。日本史研究者の研究にとってだけでは
なく、地域の歴史文化を活かした復興にも役立つ。
地域の家族の個人の「存在証明」となる

•一つの地域に原始古代から現代に至るまで、重層す
る歴史の存在。しかし、通常はある時代だけに注目
されることが多い。長いスパンで地域を捉える必要

現代

近代

近世

中世

原始古代

被災歴史資料レスキュー活動で感じた
地域住民との史料や地域イメージに関する認識のズレ

姫路
城

姫路市の場合

赤
松
氏

風
土
記

銀の
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る
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時
代
・
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だ
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小中高での社会科教育と地域に関する学習

•教科書の中心記述
•政治・経済・文化史、有名人中心（普通に暮らす
庶民の歴史を正面から取り上げる機会少ない）

•一つの地域にこだわった地域史を学ぶ機会なし
（教科書に自らの住む地域が登場することは稀）

•地域学習の機会
•小学1,2年時 生活科

•小学3,4年時 博物館訪問学習

•総合学習ぐらいか？
※大文字の歴史＝オールジャパンの歴史
※「日本」という国家が成立する以前の歴史も取り扱う＝本来は日本列島史というべき
※自らの住む地域が登場しない教科書の記述を「歴史」とイメージすれば、日本の「歴
史」であるのに、自分の住む地域とは無関係な「他人事」になってしまう！



記録史料の重要性
～歴史資料から想い出の品まで～

• 個人の記録
• 学籍簿、手紙・日記

• 年金記録など 出席記録！

• 家の記録
• 家族写真など

• 地域の記録
• 旧家の古文書

• 自治会文書など

• その他にも、役所の記録（公文
書）、企業の記録など様々な記録
史料がある

「○○年に××があった」という事実認定が出来
るのも「史料」が存在し、それを後世の歴史研究
者が「史料批判」しているため

記録は「存在証明」
どこにでも、誰にでも歴史あり



自治体合併を経て重要視される基礎コミュニ
ティー 大東市域の変遷

天保郷
帳

讃良郡北条・野崎・寺川・中垣内・
竜間・深野北新田・深野新田・深野
南新田・三箇・尼ヶ崎新田・尼ヶ崎
新々田・御供田・横山新田・中村新
田・灰塚・御領・太子田村、茨田郡
氷野・赤井・新田・諸福村、の計21
村

Cf.大東市の小学校12校
南郷・住道北・住道南・四条・四条
北・深野・北条・氷野・泉・諸福・
灰塚・三箇小学校

M22市
制町村
制の施
行（明
治の大
合併）

讃良郡四条村（←北条・野崎・寺
川・中垣内・竜間・深野北新田・深
野南新田村）・住道村（←三箇・
尼ヶ崎新田・尼ヶ崎新々田・横山新
田・中村新田・灰塚村）・南郷村
（←御領・氷野・赤井・太子田・新
田・諸福村）の3村

昭和の
大合併
直前の
町村名

北河内郡の四条町・住道町・南郷村
の2町1村

S30町
村合併
促進法
（昭和
の大合
併）

S31に大東市誕生

※江戸時代以来の21村あり（集落数ではさらに
何倍も。それぞれがコミュニティー）

※現在52の自治会あり



重層的な地域構造
（奥村弘編『歴史文
化を大災害から守る
－地域歴史資料学の
構築』東京大学出版
会、2014）

※松下のまちづくり
の基礎単位は、近世
の村or明治の村程度
の領域



科学研究費基盤研究（Ｃ）「自治会保管文書の恒久的保全・活用体制構築に関する研究」
（2017～20年、研究代表者・松下正和）

近世文書
（江戸時代）

旧家の古文書
近世や近代で村
役を務めた家筋

近代文書
（明治～戦前）

区有文書
近代の大字

現代の町内会・自治会

現代文書
（戦後～現在）

代替・建
替・災害な
どにより消
滅の危機

M4～11（大区・小区制）の村
…区長、戸長文書
M11～17（三新法）の村
…戸長役場文書
M22町村制の村…区長文書
S15～の村
…部落会・町内会・隣保班の文書
S22～の村…連絡区・自治会の文書

持ち回り慣行の廃止により
公民館・集会所へ

かつてパブリックな史料がプライベート空間でも保管されている
のが日本の特質。これらが所蔵者・管理者個人的な努力で守られ
ているのが現状。現代社会の実情に応じた保管方法の確立が必要

段階的
な「現
地保存
主義」



※人口減少、都市部への人口流出や家族形態の
変化、災害などに伴う、空き家増・集落消滅
※史料を含む歴史文化や景観を守り伝えてきた
人々がいなくなる現状
・郷土史家の減少、多忙な中高社会科教員
・縮小される歴史・文化財部門（行政も大学
も）
・「地域総がかり」で守るしかない（皆の関与
で価値づく地域歴史遺産＝コミュニティの維持
や災害時からの復興に多大な影響）

皆さんも、身近なところにある
地域史料保全の担い手になってください！

地区・家族・個人の存在証明である
民間所在の歴史資料を皆で価値付け

することで保全・活用へ
（コミュニティー維持とも関連）



おわりに わたしたちにできること

•地元を襲った災害（地震・水害など）の歴史や 地
理的特質を知る…「大阪府を襲った主な災害」HP、
ハザードマップの活用

•身近なところにも歴史資料はあります！

これらは家や村の「存在証明」そのもの

→捨てないで！売らないで！まずは相談を！

•歴史資料（記録）の守り方を知り、伝えて欲しい

水損資料への対処方法を知り、伝える

→濡れてもあきらめずに吸水乾燥を！



大東市総合防災マップ（大東市詳細地図5）の活用

▲大東市総合防災マップ



平時からの備え－行政の皆さんに期待すること－

• そもそも被災に遭わないorたとえ被害に遭っても最小限に食い止めるための環境整
備 冷凍庫の確保 一時保管場所の確保

• 館内の防災対策＋地域の史料保管者への被災資料相談先・応急処置法の周知、応急
処置人材養成

• 平時からの地域歴史資料の所在・所蔵者把握の必要性（自治体史編纂時の悉皆調査
データの引き継ぎ・更新、首長部局から教育委員会への移管）

• 地域防災計画やＢＣＰに文化財等保存の項目を ※「等」によって指定以外も対象

• 大阪府は？ Ｃｆ．兵庫県文化財防災研修会、県博協規約（他館への災害支援）

• 広域連携の体制は？ Ｃｆ．中部・近畿文化財防災連絡会議など

• 改正文化財保護法（H31.4～）に伴って

• 大阪府の文化財保存活用大綱は？ 複数市町村にまたがる広域連携（防災・観
光・教育など）

• 市町村の文化財保存活用地域計画は？ 域内の文化財把握調査 未指定を含む
文化財防災対策・災害発生時の対応方針



お住まいの都道府県市町村の地域防災計画や、
職場や大学の防災規定をご存じでしょうか？
もし見たことがなければ、調べてみてください。

（例）大阪府地域防災計画（R1.11修正版）
http://www.pref.osaka.lg.jp/kikikanri/keikaku_higais
outei/r1_11_kihontaisaku.html
（例）大東市地域防災計画（H26.12改訂）
http://www.city.daito.lg.jp/kakukakaranoosirase/kiki
kanri/daitoushichiikibousaipian/1506500380552.html

皆さんへのお願い



未指定文化財についても
災害発生時に保全の対象となるように、

業務として文化財の被害確認ができるように
あらかじめ明記してもらうことが必要

（もちろん住民の生命を守ることが最優先）

大阪府地域防災計画 基本対策編（令和元年11月修正）
災害予防対策第3章災害予防対策の推進／災害応急対策第6章二次災害防止、ライフライン確保



大東市地域防災計画（H26.12改訂）
総則・災害予防対策
第2編災害予防対策
第1章災害に強いまちづくり
第2節建築物等の安全対策の推進

自治体史編纂時に利用してた歴史資料等につい
ても台帳の整備が望ましい。火災だけではなく
水損などについても想定が必要。被災時の連絡
先に「史料ネット」組織も入れてほしい

地震災害応急対策・復旧対策
第1編地震災害応急対策
第2章応急復旧期の対策活動
第13節応急教育等



姫路市地域防災計画 地震災害対策計画編（R1修正版）
災害応急対策計画第10章文教対策第2節文化財対策の実施

私が見た中で一番アグレッシブな地域防災計画！



持続可能な地域づくり 大阪の成長飛躍 次世代を担う人材育成

災害対応力の強化 SDGsの達成

大阪府文化財保存活用大綱 概要

基本方針１ 文化財を確実に保存する

１－１ 個々の文化財を確実に保存する

１－２ 文化財を面的に保存する

基本方針２ 文化財の価値を伝え、活かす

２－１ 文化財の価値を分かりやすく伝える

２－２ 文化財を核とした取組により地域の発展
に貢献する

基本方針３ 地域社会全体で文化財の保存
と活用を支える

３－１ 地域社会全体で支えるための基盤をつくる

３－３ 社会状況に対応した仕組みをつくる

府 ①広域的な文化財の保存・活用の施策
②市町村に対する支援（国との調整／専門的・技術的な指導・助言／職員の能力向上／計画
策定支援／経費支援 等）

③所有者等に対する支援（広域自治体として市町村の実情を踏まえた支援）

【支援】 市町村・所有者等に対する支援
【保存】 ①文化財の把握（未指定文化財を含む）

②適切な保存措置の実施
③保存措置を講じた文化財に対する状況の把握
④府が保有する文化財の適切な保存

【活用】 ①活用拠点の運営（府立博物館）
②府が保有する文化財の活用
③情報発信と活用方策の創出 等

【人材・仕組み】①人材（専門職員・所有者等・民間団体等）の確保と育成
②保存・活用の新たな仕組みづくり
（多面的な価値を生み出す取組／担い手／経費負担） 等

市町村 文化財にとって最も身近な行政組織としての施策実施／施策実施のための体制整備／
所有者等に対する支援

歴史が輝き未来と織り成す魅力都市・大阪

１ 文化財の適切な保存・活用による次世代への確実な継承 ２ 文化財の適切な保存・活用による継続的な地域の維持発展

〇文化財調査とそれに基づく適切な指定等
〇維持管理・保存修理等（特に個人所有の文化財における継続的な維持管理）

〇歴史や文化財に興味関心のない人に対して文化財を知ってもらう機会を作り、文化
財への理解につなげる取組の促進

〇保存に悪影響が生じないようバランスのとれた保存・活用のあり方の構築
〇地域住民の理解向上

保存

大阪を取り巻く現況 大阪における文化財の保存・活用の課題

活用

人材 ○専門職員の確保と継続的配置／所有者の情報共有の場の整備／幅広い担い手確保

大阪府の状況（第１章）

めざすべき姿・基本理念・基本方針（第２章・第３章）

文化財の保存・活用を図るために講ずる措置（第４章）

基本理念
めざすべき姿

大阪・関西万博等を契機と
する誘客、都市魅力の向上

地域力の維持、全員参画
社会の実現をめざす取組

子どもたちの豊かでたくまし
い人間性のはぐくみ、高度人
材の育成

大阪北部地震などを教訓と
する防災対策、災害発生時
の対応力強化

SDGs先進都市をめざす取組
ターゲット11.4 文化遺産
保全の取組

文化財の保存・活用における役割 府が取り組む事項

３－２ 文化財の保存・活用を支える人材をつくる

国 わが国にとって重要な文化財の指定等／府・市町村・所有者等に対する指導／経費の補助

所有者等 国・府・市町村の支援を得ながら自ら行う文化財の維持管理、保存修理、公開等

防災・防犯および災害発生時の対応（第５章）

条例・計画

経費負担

○条例未制定自治体への対応／各種計画の策定による施策の実施

〇経費負担のあり方を含めた、持続可能な保存・活用の仕組みづくり

文化財の保存・活用の推進体制（第６章）

未指定文化財の把握に
ついても触れているの
が素晴らしい！



松下の災害、地域史料保全関係論文・著書

• 「史料ネットによる水損写真資料の保全・応急処置－「思い出」をレスキューするために」（『日本写真学
会誌』84、2021年）

• 「小特集 襖・屏風下張り文書の保全と活用－住民参加型事例を中心に 小特集にあたって」（神戸大学大
学院人文学研究科地域連携センター年報『LINK：地域・大学・文化』12、2020年11月）

• 「被災古文書の応急処置」（『かびと生活』12号、2019年6月）

• 『水ぬれ資料を救おう－被災資料の救出と日頃の備え－2018（平成30）年度文書等保存利用研修会記録』
（北海道立文書館、2019年）→同館HPでPDF配布

• 「兵庫県丹波市内での民間所在史料の保存と活用について」（国文学研究資料館編『社会変容と民間アーカ
イブズ』勉誠出版、2017年）

• 「襖下張り文書の保全と活用－市民ボランティアとともに－」（尼崎市立地域研究史料館『地域史研究』
114号、2014年）

• 「民間所在史料保全のためのネットワーク形成」（奥村弘編『歴史文化を大災害から守る 地域歴史資料学
の構築』（東京大学出版会、2014年）

• 「市民とともに伝える地域の歴史文化－兵庫県丹波市での取り組み－」（神戸大学大学院人文学研究科地域
連携センター編『｢地域歴史遺産｣の可能性』（岩田書院、2013年）

• 動産文化財救出マニュアル編集委員会編『動産文化財救出マニュアル 思い出の品から美術工芸品まで』
（共著、クバプロ、2012年）

• 「災害文化の継承に向けて」（『歴史科学』204、2011年）

• 松下正和・河野未央編『水損史料を救う風水害からの歴史資料保全』（岩田書院、2009年）

• 「災害と歴史資料保全」（地方史研究協議会編『歴史資料の保存と地方史研究』岩田書院、2009年）


